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研究成果の概要（和文）：2005年に設定した地域住民コホート研究ROAD (男性参加者1,061人, 平均71歳）に長
期蓄積した情報を用いて骨粗鬆症（OP）の長期トレンドを検討した。10年間の有病率を比較したところ、男性の
OPは腰椎において近年有意に低下していることがわかった(J Bone Min Metab40: 829, 2022)。次にROADスタデ
ィ参加男性513人を6年間追跡し要介護発生との関連を検討したところ、OPありのオッズ比は14.7 (95%信頼区間
2.2-97.3, p=0.005)となり、男性OPはその後の要介護の発生に有意に影響を及ぼしていることがわかった。死亡
との関連は有意ではなかった。

研究成果の概要（英文）：Using long-term accumulated data from the Research on 
Osteoarthritis/Osteoporosis Against Disability (ROAD) study, a community-based cohort survey 
established in 2005 with 1,061 male participants (average age 71), we examined long-term trends in 
osteoporosis (OP). Comparing the prevalence over ten years, it was found that the prevalence of OP 
in males has significantly decreased in the lumbar spine in recent years (p<0.05, J Bone Min Metab 
40: 829, 2022). Next, we followed 513 male participants from the 3rd ROAD survey for six years to 
investigate the association between the presence of OP and the occurrence of disability. The odds 
ratio for the presence of OP and the occurrence of disability was 14.7 (95% confidence interval 2.
2-97.3, p=0.005), indicating that male OP significantly affects the subsequent occurrence of 
long-term care needs. The association between male OP and mortality was not significant.

研究分野： 疫学、予防医学

キーワード： 男性骨粗鬆症　運動器疾患　ライフステージ　地域住民コホート　要介護予防　長期トレンド　性ホル
モン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
介護予防の観点から男性の運動器疾患予防も女性と同様急務の課題であるにもかかわらず、男性を対象とした研
究は少なく、予防活動につながるエビデンスはほとんど得られていない。今回の結果から、男性OPの有病率は低
下傾向にあるが、要介護のリスクが極めて高いことがわかった。男性OPの長期トレンドと、要介護との関連の検
討は初めての報告であり、男性OP予防の重要性が示唆される結果となった。しかし男性OPに関連する要因につい
て、性ホルモンに着目した解析では有意な関連はなかった。今後男性OP予防のための危険因子の解明研究を継続
し、関節や筋肉も含めた男性運動器疾患についても同様の解析を実施し、健康寿命延伸に貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

高齢者の増加とともに年々増加している要介護認定者の原因となる疾患の 3〜5 位を占める運動

器疾患（3 位高齢による衰弱(フレイル)、4 位転倒・骨折、5 位関節疾患）には性差があることが

知られている。フレイルの身体的要素をなす筋肉減少症（サルコペニア, SP）は男性に多く、転

倒・骨折の原因となる骨粗鬆症(OP)は女性に多い。さらに変形性関節症(OA)については、膝 OA

は女性に、腰椎 OA は男性に多い(Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab 27: 620, 2009)。従って介

護予防の観点から男性の運動器疾患予防もまた急務の課題であるにもかかわらず、女性におけ

る OP 研究や膝 OA 研究などに比較して男性を主たる対象とした研究は少なく、男性運動器疾患

の実態の解明にはほど遠い状況であり、予防活動につながるエビデンスはほとんど得られてい

ない。 

 

２．研究の目的 

本研究では、2005 年に運動器障害の疫学指標および危険因子の解明を目的に 3,040 人の参加を

得て構築した地域住民コホート ROAD（Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability）

スタディの男性参加者 1,061 人(年齢 26-90 歳、平均年齢 71 歳）において、13 年にわたり蓄積し

た情報を用いて、男性運動器疾患の疫学指標を推定し、それらの危険因子を解明し、予後への影

響を明らかにすることを目的とした。長期追跡調査で得られたエビデンスを元に、男性のライフ

ステージ（中壮年期、熟年期、老年期）からみた男性の運動器疾患の効率的なスクリーニング方

法を確立し、本疾患の一次、二次予防に貢献し、ひいては男性の健康寿命の延伸に寄与すること

を最終目標とする。 

 

３．研究の方法 

まず本研究の準備状況として、我々は、ROAD スタディのベースライン調査で、1) 身体測定値、

2) 生活習慣調査、3) 運動機能検査（筋力、歩行能力）、4) Dual Energy X-ray Absorptiometry (DXA)

での骨密度、体組成（筋量）、血圧、認知機能測定、5) X 線画像検査（腰、股、膝）、6)栄養調査、

7)血液検査、8)尿検査を実施している。血液検査では、血糖、HbA1c、脂質、血算、腎機能、肝

機能、炎症マーカー、25(OH)D、骨軟骨代謝マーカーに加えて、内因性ホルモン(テストステロン、

血中エストラジオール(E2), DHEA, iPTH など)を測定している。これらの ROAD スタディ参加者

に対し、3 年、7 年、10 年､13 年後に追跡調査を実施し、2019 年に完了した。 

準備状況をもとに、本研究は 3 年計画で実施した。 

2021 年度：完了したばかりの ROAD スタディ 13 年目の第 5 回追跡調査結果の入力と過去の結

果とのデータリンケージを実施した。骨密度値の解析や X 線読影は、過去の検診と同様の読影

者が実施する。さらに過去 4 回の検診データを統合して、本研究にむけた「男性運動器疾患解析

用データセット｣を完成する。 

2022 年度：2021 年度に完成した解析用データセットを用いて、13 年間の追跡調査結果から、男

性の運動器疾患の発生率やその変化と、危険因子を明らかにする。またベースライン時の運動器

疾患有病者の予後（死亡、要介護、疾患の増悪あるいは改善）を解明し、それらに影響を及ぼす

要因を選択する。これらの結果をもとに地域在住男性のライフステージに応じた運動器疾患予



防プログラム（暫定版）を開発する。さらに秋からは ROAD スタディ 17 年目の第 6 回調査（山

村）を実施する。 

2023 年度：ROAD スタディ 17 年目の第 6 回調査（漁村）を実施し、2022 年度の山村調査同様、

男性対象者に対して運動器検診・予後調査を実施した。調査項目は運動機能検査、骨密度調査、

ADL、QOL、運動器疾患での医療機関受診の有無、および予後（死亡、要介護、疾患の増悪ある

いは改善）である。2022 年度に開発した地域在住男性のライフステージに応じた運動器疾患予

防プログラム（暫定版）を用いて、17 年目の前向き調査結果にあてはめ、プログラムの精度を

確認する。 

 

４．研究成果 

本研究期間中に、ROAD スタディの 17 年目の追跡調査を実施し、山村漁村で男性 702 人の参加

を得た。 

まず、男性運動器疾患の中から、まず、男性 OP の長期トレンドを検討した。ROAD スタディ

ベースライン調査および 10 年目の第 4 回調査結果から、それぞれ OP の有病率を推定した。10

年間の男性 OP 有病率の推移をみるために、同年代の有病率を比較したところ、男性の OP 有病

率は腰椎において近年有意に低下していることがわかった(J Bone Min Metab40: 829, 2022)。腰椎

において OP 有病率が低下しているのは、女性と同様の傾向であった。 

男性 OP の予後については現在まで報告がほとんどない。そこで我々は第 3 回 ROAD スタディ

参加男性 513 人を 6 年間追跡し、第 5 回追跡調査結果を用いて、予後（要介護発生、死亡）を確

認した。513 人の対象男性のうち、要介護判定の対象となる 65 歳以上のものは 295 人であった。

このうち、6 年間で要介護発生が確認できたのは 22 人であり、累積発生率は 1.7%/年となった。

6 年後の要介護の有無を目的変数とし、第 3 回 ROAD スタディ実施時の OP の有無を説明変数と

し、年齢、体格、地域を調整して、ロジスティック回帰分析を行ったところ、OP ありの要介護

発生に対するオッズ比は 14.7 (95%信頼区間 2.2-97.3, p=0.005)となった。男性 OP はその後の要介

護の発生に強く影響を及ぼしていることがわかった。一方、女性の OP はその後 6 年間での要介

護の発生とは有意な関連はなかった（オッズ比 1.3, 95%信頼区間 0.69-2.41, p=0.416)。 

次に死亡との関連をみたところ、 513 人の男性参加者において、6 年間で死亡と確認できたの

は 55 人であり、累積死亡率は 2.3%/年であった。6 年後の死亡の有無を目的変数とし、第 3 回

ROAD スタディ実施時の腰椎 L2-4 あるいは大腿骨頸部のいずれかにおける OP の有無を説明変

数とし、年齢、体格、地域を調整して、ロジスティック回帰分析を行ったところ、男性 OP の死

亡に対するオッズ比は 2.7 であったが、有意ではなかった（95%信頼区間 0.62-12.2,p= 0.186)。女

性においても、OP と死亡には有意な関連はなかった(オッズ比 1.3, 95%信頼区間 0.6０-2.68, 

p=0.541)。今回の死亡と OP との解析結果からは、まだアウトカムとの関連を決定するだけの十

分な数が集まっていないと考えるか、あるいは本当に関連がないのかの判断は困難であるため、

今後も継続してコホートのフォローを行う予定である。 

次に男性 OP に関連する要因として性ホルモンに着目し、血清 estradiol，dehydroepiandrosterone 

sulfate，free testosterone 値と OP との関連を解析したが、いずれも有意ではなかった。 

今回の結果から、長期的にみると男性 OP の有病率は低下傾向にあるが、男性 OP の要介護の

リスクは女性に比べ遥かに高いことがわかり、男性運動器疾患予防の重要性が示唆された。今後



他の運動器疾患についても同様の解析を実施し、男性運動器疾患予防、予後改善に貢献する。 
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